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【実施例】血糖値調整に関与する遺伝子をノックアウトしたゼブラフィッシュ
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RNA-seqのパスウェイ解析から血糖値調整に関与していると予測された遺伝子のノックアウト

さらにノックアウトゼブラフィッシュの
パスウェイ解析から新規作用メカニズムを同定
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